
0

© Learn-S

大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第２問 Ｂ 問５生 物

教科書の知識を与えられた図に当てはめる問題

2022年度大学入学共通テスト
「生物」
受験者数： 5８，676人
平均点： ４８.８１点
標準偏差： 1７.５７

～中略～

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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第２問Bは、トランスジェニック植物の作製を題材に、DNAの切断・連結に関する知識
や、遺伝子発現のしくみに関する理解を問う問題、また、遺伝に関する計算問題などが
出されました。
問5の空欄［ ウ ］では、「転写の過程がRNAポリメラーゼによって進む」という知識が
問われ、空欄［ エ ］では、「RNAポリメラーゼは鋳型鎖を３′→５′の方向に移動する」と
いう知識を図４に当てはめて、図４に示す2本鎖のうち、どちらが鋳型鎖となるかを判断
させるという、示された図と知識・理解とを関連づけて考察する力が問われました。

このような問題を解くためには、ベースとなる知識・理解が不可欠です。まずは、授業の
進度に合わせて、教科書レベルの知識を着実に定着させていくことが重要と考えます。
そして、習得した知識や理解の使い方を身につけることも大切です。今回取り上げた
問題の図は教科書に記載されている一般的なものであり、日頃から、ＤＮＡの二本鎖を
描くときに５′、 ３′を意識している受験生であれば、短時間で容易に解くことができたと
思われます。生物の現象を映像で示すことは、生徒の理解を助ける上で非常に有効な
ので、授業などで活用されている先生方も多いと思われます。今後もそのような機会を
作りつつ、重要な図については、生徒自身に実際に描かせることも、図を用いた問題
に対応する力をつけることにつながると考えられます。また、問題演習などで、図が示さ
れていない設問を解く際、設問文をもとに自分で作図することを意識させることでも、
図に慣れるための機会を増やすことができると思われます。

出 題 の 特 徴

指導の ご提案
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教科書の知識を与えられた図に当てはめる問題

教材のご紹介
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教材のご紹介… 「2023共通テスト対策【実力完成】直前演習 生物」

教科書の知識を与えられた図に当てはめる問題 解答解説

定価880円（税込み）

第３回 第２問 B 問４

2023版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

～中略～

～中略～

第５回 第１問 A 問１

この問題で求め

られる力を明示

解答に必要な知識

や考え方をわかりや

すく解説

誌面・収録回は2022版のものです。


